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１．はじめに 
 本稿では、アラシャ・モンゴルにおける散文形式の伝承のうち、内容的にトゥーリ（英雄叙事
詩）に近い説話に見られる韻文形式の定型句を分析したい。分析にあたっては筆者の採録資料を中
心に考察し、そのほかアラシャ・モンゴルの口承文芸について刊行された『ハリギダグ・ハラ・
モリ』（2003）と『アラシャの口承文芸集』（2004）の 2冊に収集された類似内容のものを参考
にする。本稿においては筆者の採録資料を A、『ハリギダグ・ハラ・モリ』を B、『アラシャの
口承文芸集』を C とする。そして、この 3 つの資料の中に含まれるトゥーリに近い内容をも
つ 15の伝承を次の表のようにそれぞれ A、B、C列に示す。 
表１ トゥーリに近い内容をもつ説話 
 A B C 
① グナン・ハラ・バートルA トゥムル・ドゥルゲ・セテレテ
レ・トゥルグイ・フフディ・ガ
ラタラ 
バルーン・ウーリン・ヌスハイ・ボル・フ・
ヒゲデ・ジュン・オルネ・トゥドゥブ・ノヨ
ン 
② ケレデ・メレゲン シレート・メルゲン・ハーン ハダン・バートル 
③ 七才のドシギン・ハラ・バートルB アラダル・メルゲン・ハーン 三才のマンライ・メルゲン・フ 
④ 三才のグナガン・ウラン・バートル  シリンガラジュ・バートル  
⑤ ドシギン・ハラ・バートルC  ナブチン・ツェンゲル・マングス・ダルサン 
⑥ ドシギン・ハラ・バートル異伝（D）   
⑦ シレート・メルゲン・ハーンネ・ウリ
ゲル 
  
上記に示した説話は散文形式であるが、その内容はトゥーリの特徴が明瞭である。これら
の説話に見られる、トゥーリと共通性をもつ特徴としては次のようなものが挙げられる。 
１）テーマについて 
正しき者の偉大な功績といった英雄叙事詩の基本テーマ、すなわち婚姻テーマと戦争テーマはこ
れらの伝承の主要なテーマである。 
２）登場者について 
a．バートルあるいはエレ 
トゥーリの主人公であるバートルやエレやメルゲンは、優れた能力をもつことで名の知られた人
物である。上記で取り挙げる散文説話の主人公も、バートルやエレやメルゲンである。そして、と
きに、この主人公は天上の神の庇護を受けることで永遠に死なないか、あるいは、死んでも生き返
る。 
b．駿馬 
神通力をもつ駿馬が登場することもトゥーリ的な内容における特徴のひとつである。この駿馬は、
勇者の片腕のような重要な存在である。この馬は勇者の相談相手になり、しばしば主人と話をする。
また、勇者を陰に日向に助け、危機に瀕した主人を救う。 
c．敵 
勇者に匹敵する能力を持つ相手はバートルやエレあるいはマングスである。このバートルやエレ
やマングスは覇者として知られている。そして、主人公の故郷を襲うか婚約のライバルになるかと
いった敵として登場する。 
表１の A、B、C列に示した説話に見られる上記の特徴を具体的に次の表 2に取り挙げる。表 2の
列には説話、テーマ、主人公、駿馬、敵という 4 項目を立てた。「説話」の列に表 1 に表示した A、
B、C の３つの資料における①～⑧の説話をそれぞれ「A-①～A-⑦」、「B-①～B-③」、「C-①～C-
⑤」と示した。 
表 2 A、B、C資料における説話の特徴 
説話 テーマ 主人公 駿馬 敵 
A-① グナン・ハラ・バートルは外来者のト
ードグ・ノヤンと自分の姉に殺され、
生き返って仇を討ち、故郷と財産を取
り戻す 
主人公グナン･ハラ･バートル、死後
生き返る 
青馬 トードグ・ノヤン、
マングス 
A-② ケレデ・メルゲンは婚姻ライバルを勝
ち、嫁をもらう。 
ケレデ・メルゲン 黒馬 トードグ・ノヤン、
テンゲリ・イン・ア
ラダ・アラタン・フ
ン 
A-③ ドシギン・ハラ・バートルは外来者の
ジュブン･ハーンと自分の姉に殺さ
れ、生き返って仇を討ち、故郷と財産
を守る。 
ドシギン・ハラ・バートル 青馬 ジュブン・ハーン、
マングス 
A-④ グナン･ウラン･バートルはマングスを
退治して故郷を守る。 
グナン･ウラン・バートル 淡黄色の馬 マングス 
A-⑤ ドシギン・ハラ・バートルはマングス
と自分の姉に殺され、生き返って仇を
討ち、故郷と財産を守る。 
ドシギン・ハラ・バートル 青馬 マングス 
A-⑥ ドシギン・ハラ・バートルは外来者の
ジュブ･ハーンと自分の姉に殺され、
生き返って仇を討ち、故郷と財産を守
る。 
ドシギン・ハラ・バートル 青馬 ジュブ･ハーン、マ
ングス 
A-⑦ シレート・イン・メルゲン・ハーンは
遠征して、ライバルと腕の技を比べて
勝ち、嫁をもらう。その後、マングス
を殺して故郷と家族を守る。 
シレート・イン・メルゲン・ハーン 青馬 シャーズガイ・メル
ゲン・ハーン、マン
グス 
B-① ハーンは襲ってきたマングスを退治し
后と新に生まれた息子と幸せに暮ら
す。 
ハーン 淡黄色の馬 マングス 
B-② シレート・イン・メルゲン・ハーンは
マングスに奪われた后を救って故郷を
守る。 
シレート・イン・メルゲン・ハーン 青馬 マングス 
B-③ アラダル･メルゲン・ハーンはマング
スに奪われた后と息子を取り戻して故
郷を守る。 
アラダル･メルゲン・ハーン 駿馬 マングス 
C-① ボル・フ・バートルは腕の技で婚約者
の父の難問を果たして嫁をもらう。 
ボル・フ 疥癬だらけの
駒 
婚約者の父とライバ
ルのテンゲリ・イ
ン・グルバン・アラ
ダ・シャラ・フン 
C-② ハダン・バートルは婚姻争いに参加し
てライバルの者たちに勝ち、嫁をもら
う。 
ハダン・バートル 額に白斑の毛の
ある馬 
テンゲリのロスの息
子、ツァガン・ロス
の息子 
C-③ マンライ・メルゲン・フは 25の頭を
もつマングスを退治して故郷を守る。 
マンライ・メルゲン・フ 黒馬 25 の頭をもつマン
グス 
C-④ シリンガラジュ・バートルは東方のハ
ーンの姫を嫁にして腕の技で西方のハ
ーンになって幸せに暮らす。 
シリンガラジュ・バートル 駿馬 東方のハーン、西方
のハーン、マングス
C-⑤ ナブチン・ツェンゲル・バートルは
12 の頭をもつマングスを退治して故
郷を守る。 
ナブチン・ツェンゲル・バートル 淡黄色の馬 12 の頭をもつマン
グ数 
 
2．散文説話における韻文語句の分析 
 上記で取り挙げた散文説話の中に定型句であろうと思われる韻文形式が見られる。具体的
に、このような韻文形式を表 3－1～8に並べて分析する。表 3において「例文番号」、「韻文形
式」、「音節数」、「物語の場面」という 4 つの列を置く。「例文番号」は後の分析に用いるもの
を示し、「韻文形式」にテキストから取り挙げた例文を表示して、「物語の場面」に例文が現
れる場面を提示する。韻文形式の分析は韻律を維持する諸要素となる頭韻、脚韻、音節数を
考察する。 
表 3－1 A‐①の韻文形式の語句 
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) kUbegUn kUbegUn ci 
niGur−taGan Gal−tai  
nidUn−degen coG−tai 
ekener kUmUn−U sanaG−a qar−a  
qar−a kimusun−ece−ni casi qanil−a 
7 
5 
5 
7 
9 
主人公の顔の描写と天女の忠告。この説話のなかで主人
公が天女たちに 3 回会うが、たびたび「少年よ、貴方は
顔が火のようで、目が火の粉のようだ」と比喩でほめ、
「女の心は邪悪だ、爪の垢より細かいことまで知ってお
いたほうがよい」と忠告した。この韻文形式は物語にお
いて 6回繰り返して使われる。 
2） er−e kUmUn joriGsan−daGan 
emegel tei  mori cerbegsen−degen   
5 
8 
主人公は毎度、天女の忠告を省みず「男は必ず志を遂げ
るのだ、駿馬の疾駆は必ず目的地に到着するのだ」と言
う。 
3） baraGun UsU−ban samnaGad 
baraGun toluGai deger−e−ben Gar 
jegUn UsU−ben samnaGad  
jegUn toluGai deger−e−ben Gar 
6 
7 
6 
7 
主人公は出かける際、姉に「右の髪を梳かして西の丘に
登りなさい。左の髪を梳かして東の山に登りなさい」と
言いつける。 
4) egUlen kOke mori−tai 
Ober−iyen gunan qar−a baGatur 
asar basar qoyar noqai−tai 
qarcaG−a bUrgUd qoyar sibaGu−tai 
dalan teke−iyn eber−iyer  
dabtaju kigsen 
dariki sir−a numu−tai 
7 
8 
9 
9 
7 
5 
7 
主人公の登場時、彼の駿馬と 2 匹の犬と 2 羽の鷹と弓矢
を取り上げられる。これらは主人公の武器で、狩猟や闘
いで必須となる用具である。 
5） Suu−iyn arasu−yi toqoi Gatultal−a 
silbi−iyn arasu−yi ebUdUg Gatultal−a 
9 
9 
主人公は外来者と格闘し「腕の皮を肘まで、足の皮を膝
まで剥き上げて」相手に勝つ。 
6) UndUsU−tei modun−u degegUr  
tal−a−duni tabaraGad  
kOndei−dUni kObleged 
7 
6 
6 
主人公が駿馬に乗って疾駆する様子を「根のある木の
上、平地と谷を駆け走った」と描く。 
7) boljuGatu−yin boru toluGai deger−e 
Ganja−i−ben GaGca nige toGsiGad 
8 
8 
主人公は長く駿馬を走らせて「約束の丘」というところ
に到達しキセルを吸って一服する。 
8) arban tabun toluGai−tai 
ataGar qar−a mangGus 
qorin tabun toluGai−tai 
qotuGur qar−a mangGus 
yeren tabvn toluGai  
yenderemen qar−a mangGus  
7 
5 
7 
5 
7 
6 
主人公の敵になる 3 体のマングスであり、それぞれ 15
個の頭、25 個の頭、95 個の頭をもち、3 回の闘いでそれ
ぞれ相手になる。 
9) numu sumu−iyn qurca−ber aGuljana uu 
elbeg sir−a miq−a−ber aGuljana uu 
8 
8 
主人公がマングスと闘いの手段を決めるときの問いかけ
である。弓矢と身体のどちらで勝負をきめようかと主人
公は聞く。 
10) ail−ber amitan  
aciy−a−ber temege 
5 
5 
主人公がマングスを殺すたび、その腹を裂くと、村々の
人間と家畜と荷駄のラクダたちが出てくる。 
11) airaG−ig cinaGad aruja 
aruja−ig cinaGad quruja 
quruja−ig cinaGad qoor 
6 
6 
5 
姉は主人公が凱旋して帰ってくるとき、「酸乳をゆでて
アルジャにし（アルコール度を高め）、さらにゆでてホ
ルジャにし（よりアルコール度を強くし）、再度ゆでて
毒にして」飲ませる。 
12) Osiyeten−U door−a  
burcaG caca 
nimu door−a  
Gulir caca 
6 
4 
4 
4 
主人公はトードグ・ノヤンと戦うとき、姉に「敵の足元
に豆を、私の足もとに小麦粉を撒け」と言う。 
13) UrUn−U naran−du ebsiyelgeged  
Udesi−iyn naran−du qarbuGad 
9 
9 
主人公はトードグ・ノヤンと決戦する際、弓を張って満
を持す。日の出のとき弓を張り、日が沈むとき矢を射
る。 
 
表 3－2  A‐②の韻文形式の語句 
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) kete torGun debel−tai  
keling malaGai Gotol−tai 
kerbei qar−a saqal−tai 
buur−a−iyn caGan soyuG−a−tai 
6 
7 
6 
7 
主人公がはじめて登場したときの姿である。彼は「綾絹
の服を着て、ビロードの帽子とブーツを身につけて、八
字ひげとラクダの犬歯のような歯を持つ」。 
2) baraGun saiqan bUlter−tU 
bulaG usu urusuGad 
botoGo torum usulaGsan 
jegUn saiqan bUlter−tU 
toGuG−a sinaG−a neregsen 
aduGu mal−un sUrug−tei 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
主人公の里を描く。西の丘に泉が流れ、仔ラクダが水を
飲む。東の丘に家畜の群れがおり、暮らしを営む。 
3) aGula−iyn cinege qar−a mori−tai 
uruGul ama−ni ijas  
cinuwa−iyn ciki−ni sertes  
sayi morin geju tanidaG 
kOdege boluGsan  
kebis sir−a toqom−tai 
qangGai zandan emegel−tei 
7 
6 
6 
7 
5 
6 
7 
主人公の駿馬と鞍などを列挙する。山のような黒馬、口
と耳が動かないと、馬と気付かないような存在である。
黒馬の鞍は谷のようで、その下に敷くフェルトは平原の
ように幅が広い。 
4) dalan teke−iyn eber−iyer  
dabtan kigsen 
dariki sir−a numu−ban 
adaG−tu−ni kUrtel−e saGaGad 
nayan qasag tUlegen−U dotur−a 
naiGal taulai−iyn segUjin dotur−a 
altan tebene−iyn sUbe dotur−a 
Gunan qonin−u SaGai−yi  
Gurba anggilatal−a   
6 
4 
5 
7 
8 
8 
7 
7 
6 
主人公の弓矢の腕を描写する。弓は 70 頭の牡山羊の角
を鍛えてつくったもので、主人公は 80 台の車の中を、
ウサギの寛骨臼の中を、金の針の細い孔の中を通して、
3歳の羊の踝を射る。 
 
表 3－3  A‐③の韻文形式の語句 
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) sUrekei sUrtei baGatur 
tongbun ulaGan uruGul−tai 
kerbei qar−a saqal−tai  
cerben qar−a cirai−tai 
eimu sUrekei baGatur 
5 
7 
6 
6 
6 
主人公が登場するときの描写である。赤い唇と八字ひげ
をもち、肌色が黒い素晴らしい勇者である。 
2) egUlen kOke mori−tai 
bUdUgUn mOndOr−ni bUr bUr 
sirUgUn mOdOr−ni sUr sUr  
dalan teke−iyn eber−iyer  
dabtan kigsen 
dariki qar−a numu 
7 
7 
7 
7  
4  
5  
主人公の駿馬と弓の描写である。ハクホクと降る雹のよ
うな音を立てて走る駿馬、70 頭の牡山羊の角を鍛えて
つくった弓だ。 
3) baraGun UsU−ben samnaGad 
baraGun toloGai deger−e−ben GaruGad 
aduGu mal−iyen qaraju bai 
jegUn UsU−ben samnaGad 
jegUn toloGai deger−e−ben GaruGad 
aduGu mal−iyen qaraju bai 
7  
9  
8  
7  
9 
8 
主人公は出かける際、姉に「右の髪を梳かして西の丘に
登り、家畜を見張りなさい。左の髪を梳かして東の山に
登り、家畜を見張りなさい」と言いつける。 
4) arban qoyar toluGai−tai 
ataGar qar−a mangGus 
qorin tabun toluGai−tai 
qotuGar qar−a mangGus 
yeren tabvn toluGai  
yerteger qar−a mangGus 
7 
6 
7 
6 
7 
6 
主人公の敵になる 3 体のマングスであり、それぞれ 12
個の頭、25 個の頭、95 個の頭をもつものであり、3 回の
闘いでそれぞれ相手になる。 
5) er−e kUmUn joriGsan−daGan 
er−e mori soriGsan−daGan  
5 
6 
主人公は毎度、天女の忠告を省みず「男は必ず志を遂げ
るのだ、駿馬の疾駆は必ず目的地に到着するのだ」と言
う。 
6) jObOng qaGan−u door−a  
burcaG asq−a 
minu door−a  
Gulir asq−a 
6 
4 
4 
4 
主人公はジュブン・ハーンと戦うとき、姉に「敵の足元
に豆を、私の足もとに小麦粉を撒け」と言う。 
 
表 3－4  A‐④の韻文形式の語句 
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) Siregen deger−e−ece−ben siljiju 
olbog deger−e−ece−ben oGsiju 
8 
8 
后は「ハーンが座から落ちた」という夢を見る。 
2) segUl−iyer−iyen naGaduGad  
segUder−ece−ben bulqaGad 
6 
6  
主人公の駿馬の描写。尻尾で遊び、影と遊戯する。 
3) uren abaGai−iyn oyuGsan  
ulaGan torGun olong−ber−iyen 
Gurba Gurba jirmUlel−e 
sain abaGai−iyn oyuGsan 
caGan torGan olong−ber−iyen 
Gurba Gurba jirmUlel−e 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
巧みな婦人の手による紅、白色の腹帯を描き、6 行に
わたって 3行ずつ対句をなす。 
4) emegel  Ugei er−e qaljan laGusa unuGsan 
qajaGar Ugei qar−a qaljan laGusa unuGsan 
10 
10 
マングスが乗った騾馬の描写。鞍と馬勒をつけず、
額に白い毛がある騾馬である。 
5) kUmUn−U miq−a−yi kUudei−dU kiged  
tarang−un miq−a−yi daizan−du kiged 
9 
9 
マングスの様子。人肉を袋にいっぱい入れている。 
6) geikU naran−du gege tusuGsan  
tuGulG−a metU tungGalaG tusuGsan 
9 
9 
主人公の妻の美しさを表す。太陽の光に反射し、鉛
のように映写する顔を描写する。 
7) Garqu−daGan Gal ulaGan  
Gajar dvmda−ban coG ulaGan 
kUrcU ociGad kUreng ulaGan 
6 
7 
8 
主人公が射た矢の描写。射られたとき火のように赤
く、途中は燃え殻のように赤く、当たると濃赤色で
ある。 
8) tUmen qaralaG qoni qariGuluGsan 
tUnggetU−iyn Gool−i bUrkUgsen 
mingGan qaralaG qoni qariGuluGsan 
mingGatu−yin dabaG−a−yi bUrkUgsen 
9 
8 
9 
8 
マングスの家畜の描写。万頭の黒い羊、千頭の黒い
羊は谷や丘を覆う。 
9) niGur−taGan Gal−tai 
nidUn−degen coG−tai 
silin−degen silbi−tei 
silbin−degen cimUge−tei 
4 
5 
6 
6 
顔が火のようで、目が火の粉のようだと形容し、首
筋と橈骨を取り挙げて、男らしさを表現する。 
 
表 3－5  A‐⑤の韻文形式の語句  
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) doluGan nasutai  
doGsin qar−a baGatur 
aru−iyn gOrUgesU−yi  
aru−du−ni namnaGad  
ObUr−Un gOrUgesU−yi  
ObUr−tU−ni namnaGad 
4 
5 
5 
4 
5 
5 
主人公の登場場面。7歳のドシギン・ハラ・バートル
は山の北麓と南麓で狩猟して暮らす。 
2) 
 
qairatai kUmUn−U−ben door−a 
caGan Gulir caGan isegei talbi 
Osiy−e−tei kUmUn−U−ben door−a  
sir bolon boru burcaG talbi  
7 
10 
8 
8 
主人公は敵と決戦するとき、「仲間の足元に小麦粉
を、敵の足元に豆を撒きなさい」と姉に言う。 
表 3－6  A‐⑥の韻文形式の語句 
例 文 韻文形式 音節数 物語の場面 
番号 
1) qasar basar qoyar noqai−tai 
qarcaG−a bUrgUd qoyar sibaGu−tai  
9 
9 
主人公の連れている 2匹の犬と 2羽の鷹。 
2) qasar basar qoyar noqai−ni 
nige−ni araGan−daGan jaGun bulaG−a 
nige−ni araGan−daGan jaGun qaliGu 
jaGuGad tabiGad iregsen 
qarcaG−a bUrgUd qoyar sibaGu−ni 
nige−ni dalabcin−daGan jaGun bulaG−a 
nige−ni dalabcin−daGan jaGun qaliGu 
jaGuGad nisUged iregsen 
9 
8 
8 
6 
9 
9 
9 
6 
主人公が狩猟から帰る際、2 匹の犬と 2 羽の鷹がそれ
ぞれ 100匹のクロテンと獺を運んでくる。 
3) yeren yisUn tamaGatai 
yelei−iyn kOke mori  
kOtUl boluGsan  
kOke zandan emegel 
dalan teke−iyn eber−iyer darqalaGsan  
numu−ban bariju sumu−ban abuGad 
7 
5 
4 
6 
9  
8 
99 の神通力をもつ青馬、小高い丘のような鞍、70 頭
の牡山羊の角で作った弓と矢をもつ。 
4) jOb qaGan−u door−a  
burcaG debis 
minu door−a  
Gulir debis 
5 
4 
4 
4 
ジュブ・ハーンの足元に豆を、私の足元に小麦粉を
撒きなさいと主人公は姉に言いつける。 
 
表 3－7  A‐⑦の韻文形式の語句 
例文
番号 
韻文形式 音節数 物語の場面 
1) kOtUl boluGsan  
kOke zandan emegel−tei 
egUlen kOke mori−tai 
dalan buGu−iyn eber−iyer  
dabtan kigsen 
dariki caGan sumu−tai 
４ 
7 
7 
6 
4 
6 
小高い丘のような鞍を掛けた青馬をもち、70 頭の牡山
羊の角で鍛えて作った矢をもつ。 
2) nayan lang−un GanjuG−a−yi 
naGatai caGatai−ni sabsaGulju 
dOcin lang−un dOrUge−yi  
qoyar tal−a−du−ni dOrUgelejU  
7 
7 
7 
7 
80 両の重さの鞍紐を両側にぶら下げ、40 両の鐙を両
足にかける。 
3) niGur−taGan Gal−tai 
nidUn−degen coG−tai  
4 
5 
主人公が目標に向かって進む途中で出会った旅人は彼
を「顔が火のようで、目が火の粉のようだ」と形容す
る。 
4) Garqu−daGan qar−a 
Gajar−un dumda−ban kUreng 
kUrkU−degen ulaGan 
4 
6 
5 
主人公の射た矢は射た瞬間は黒く、途中、紫になり、
当たると赤くなる。 
 A‐①の散文説話に見られる韻文形式の語句は表 3‐1 に示したように 1）～13）のものがある。
A‐①の例文 1）において意味的に 1～3 行目が一組になり、4～5 行目が一組になる。 1～3 行目
は共に脚韻を踏み、2～3 行目は頭韻を揃え、4～5 行目は脚韻のみを踏む。1 と 4 と 5 行目は頭韻
を踏まないが、隔行で「kUbegUn」、「qar−a」という頭語また脚語を繰り返すことによって韻律を調
整している。例文 1）において音節数は 7 を中心に「7～5」、「5～5」、「7～9」という 2 音節の差
で韻律を維持している。2 と 3 行目の語句は表 3－4 に示した A‐④の例文 9）と表 3－7 に挙げた
A－⑦の例文 3）、そして C－①にも現れている。 
 A‐①の例文 2）における 2 行は頭韻と脚韻を踏むことによって両行の間の音節数の差を和らげ
ている。この韻文形式は表 3－3 に提示した A－③の例文 5)、そして C－③にも現れる。A‐①の
例文 3）において隣の 2 行ずつ頭語を合わせ、1 と 3 行目、2 と 4 行目はそれぞれ頭語以降の語は
同じものであり、韻律は音節数が「6～7」を 2 回繰り返すことによって維持されている。このよ
うな韻文表現は、表 3－3 に示した A‐③の例文 3）にも見られる。A‐③の例文 3）において 1～
3 行目と 4～6 行目は内容的にそれぞれ一組になって両者の間で意味上対称になっている行は対句
をなし、3 行目の語句は 6 行目に繰り返されている。1 と 2 行目、4 と 5 行目はそれぞれ頭韻を踏
み、4 行にわたって脚韻を踏んでいる。そして対句によって音節数は「7、9、8」を 2 回繰り返し
て韻律を維持している。 
 A‐①の例文 4）において 1 と 2 行目、3 と 4 行目、5～7 行目はそれぞれ意味的に一組になる。
1 行目の頭語は「egUlen」と表記されるが、実際には「UUlen」と発音されるため、頭韻は「U」に
なる。したがって 1 と 2 行目において「U」と「O」の唇を丸める母音が頭韻を踏む。4 行目におい
て頭韻は「qa」であり、咽頭の無声摩擦子音「h」と母音「a」とからなる音節である。この音節
の発音は 3 行目における頭韻の「a」と発音上ほとんど支障はないため、「a」で頭音節を踏むこと
ができる。3 行目の「asar」と「 basar」という 2 語の「−sar」、そして 4 行目の「qarcaG−a 」と
「bUrgUd」という 2 語における頭音節の「r」は行間の頭韻の相違を補って韻律を支える。1～4 行
目において 3 つの行は脚韻を踏み、音節数は隣り合う 2 行が 1 音節の差を調整するほか、後ろの 2
行は 9 音節をもつ。5～7 行目は頭韻を踏み、「7～5～7」といった音節数で韻律を維持している。
これらの韻文形式の語句に類似するものは表 3－2 に示した A‐②の例文４）、表 3－6 における A
‐⑥の例文 1）、そして表 3－7 に表示した A‐⑦の例文 1）にも見られる。 
 A‐①の例文 5）において 2 行は「S」と「s」の類似発音の子音をもって頭韻を踏み、「a」とい
う母音で脚韻を一致させて 9 音節で韻律を合わせている。 
 A‐①の例文 6）において 3 行は頭韻を踏まないが、2 行目と 3 行目は 6 音節をもつと同時に脚
韻を踏み、さらにそれぞれの行において「ta」または「kO」を頭音節にもつ 2 語を前後に並べるこ
とによって韻律を合わせている。 
 A‐①の例文 7）において頭韻を踏まないかわりに、8 音節をもつとともにそれぞれの行のなか
で「bo」または「Ga」を頭音節にもつ 2 語を前後にして韻律を調和している。 
 A‐①の例文 8)における 6 行は隣り合う 2 行ずつが頭韻を踏み、隔行が脚韻を踏む。韻律は「7
～5」、「7～5」、「7～6」という音節数で調和している。このような語句はほかに表 3－3 に表示し
た A‐③の例文４）が挙げられる。 
 A‐①の例文 9)における 2 行は頭韻が異なるが、音節数の一致と脚韻によって韻律を合わせてい
る。A‐①の例文 10）において 2 行は脚韻を踏まず、頭韻と音節数の一致によって韻律を調和さ
せている。A‐①の例文 11）における 3 行は 1 行目の脚語と 2 行目の頭語が同じで、2 行目の脚語
と 3 行目の頭語が同じである。また 3 行において頭語と脚語の間の語は同じである。さらに、１
と 2 行目の頭韻と脚韻は踏まれている。韻律は 6、6、５という音節数によって調和されている。 
 A‐①の例文 12）において 4 行は頭韻を踏まず、隔行で脚語が一致し、6 音節と 4 音節の調和に
よって韻律を合わせている。A‐①の例文 13）における 2 行は頭韻と脚韻を踏み、9 音節で韻律を
調和させている。この語句は A‐③の例文 6）と A‐⑤の例文 2）と A‐⑥の例文 4）などに類似
し、B－②と B－③にも類例が確認できる。 
 A‐②の韻文形式の語句の例文 1）は 4 行にわたって脚韻が揃うが、前 3 者が頭韻を踏む。隔行
の音節数は 6 または 7 に一致し、韻律を合わせている。 
 A‐②の例文 2）における 6 行は 7 音節に一致した上、前 3 行が頭韻を踏んで韻律を調和してい
る。A‐②の例文 3）における 7 行は前 4 行と後 3 行はそれぞれ意味的に一組になっている。1 行
目の「aGula」という表記は実際に「uul」と発音されて 2 行目と頭韻を踏む。また 2 と 3 行目は脚
韻を踏んで音節数が「6」に一致している。後者の一組において頭韻の「k」と「q」という表記は
咽頭の無声摩擦子音「h」であり、女性母音と男性母音との組み合わせによって異なる表記をもつ。
したがって、後者の 5～7 行目は頭韻を踏み、6 と 7 行目は脚韻を踏む。7 行にわたって韻律は「7
～6～7」、「5～7」という音節数で調和している。5～7 行目の語句は表 3－7 の A‐⑦における例
文 1）に類似する。 
 A‐②の例文 4）において 1～4 行目は上記の A‐①で類例があったためここで省略する。5～7
行目は 3 行にわたって脚韻を踏み、そのなかで前 2 行が頭韻を踏む。8 と 9 行目は頭韻を踏む。5
～9 目の韻律は「8、7、6」という音節数をもって調和している。 
 表 3－3 に表示した A‐③の例文１）において 1 と 5 行目は脚語が一致し、2～4 行目は脚韻を踏
む。韻律は「5、7、6」という音節数で合わせている。 
 A‐③の例文 2）における 4～6 行目は A‐①で類例をもつ。1～3 行目は 7 の音節数をもち、2
と 3 行目は脚韻を踏んで、韻律を調和している。A‐③の例文 3）において 1～3 行目と 4～6 行目
の内容は対句になり、3 行目の語句は 6 行目に繰り返されている。1 と 2 行目、4 と 5 行目はそれ
ぞれ頭韻を踏み、対句で脚韻を踏んでいる。 
  A‐④の例文 1）における 2 行は 8 音節をもって韻律を維持し、各行のなかにそれぞれ
「Siregen」と「siljiju」、「olbog」と「oGsiju」という、頭語と脚語の頭韻を合わせることによって韻
律の調和を補助している。A‐④の例文 2）において、1 と 2 行目は頭韻と脚韻を踏み、6 音節を
もって韻律を合わせている。A‐④の例文 3）における 6 行は 8 音節をもって韻律を維持し、その
なかで 1～3 行目と 4～6 行目は対句をなし、1 と 4 行目、2 と 5 行目、3 と 6 行目はそれぞれ頭語
のみを異にし「uren（巧い）」と「sain（良い）」、「ulaGan（赤い）」と「caGan（白い）」、「Gurba
（三）」と「Gurba（三）」、という対になっている同じ品詞かつ発音上類似点をもつ語によって韻律
を調和させている。A‐④の例文 4）と 5)と 6)は類似する韻文形式である。3 者において、頭韻を
踏まないが、脚韻を踏み、10 または 9 の音節をもって韻律を調和している。例文 4）において 1
と 2 行目のなかに頭語の「emegel」と「qajaGar」の後ろにそれぞれ「er−e」と「qar−a」という 2 語
が頭韻を合わせ、音節数を補助して韻律を調和している。例文 5）と 6）も同様に、行のなかに頭
語と頭韻を合わせる語を用いることによって両行の間に頭韻が揃わない点を補足して韻律の調和を
支えている。 
例文 7）においては 3 行にわたって脚韻を踏み、前行が頭韻を踏む。1 と 3 行目は上記で見た例
文 4）～6）と類似しており、行中に頭語の「Garqu」と「kUrcU」とそれぞれ頭韻を合わせた「Gal」
と「kUreng」という 2 語が用いられ、音節数を支えて韻律を調和する。この例文の変形したものは
表 3－7 における A‐⑦の例文 4)に見られる。 
 A‐④の例文 8)において 4 行ともに脚韻を踏み、隣り合う 2 行は頭韻を踏み、隔行で対句をなし、
音節数は 9、8 をもって韻律を調和している。A‐④の例文 9)における 4 と 5 行目は、頭韻も脚韻
もを踏み、音節数を 6 にして韻律を合わせている。 
 表 3－5 に示した A‐⑤の例文１）では、6 行にわたって隣り合う 2 行ずつ頭韻を踏む。3 と 5
行目、4 と 6 行目はそれぞれ対句をなして脚韻を踏む。音節数は 5 と 4 を調和して韻律を合わせて
いる。 
 表 3－6 に提示した A‐⑥の例文 2）では、1～4 行目、5～8 行目はそれぞれ意味的に一組にな
り、両者の間 1 と 5 行目、2 と 6 行目、3 と 7 行目、4 と 8 行目は対句をなして、頭韻と脚韻を踏
んでいる。例文 3）において 1 と 2 行目、3 と 4 行目はそれぞれ頭韻を踏み、音節数は「7～5」、
「4～6」のように、意味的に一組なる 2 行の間 2 音節の差を調整し、中央の 2 行の間 1 音節を調
和させている。5 と 6 行目はそれぞれ行中に頭語と頭韻あるいは類似韻を合わせる「darqalaGsan」
と「sumu」という 2 語を用いて韻律を調和させている。 
 表 3－7 に表示した A‐⑦の例文 2）では 1 と 3 行目、2 と 4 行目はそれぞれ対句をなして脚韻
を踏み、1 と 2 行目は頭韻を踏む。4 行にわたって音節数を 7 にして韻律を調和している。 
 韻文形式の分析に参照して、表 3－1～7 に示した「物語の場面」を見ると、A－①～⑦までの 7
つの説話における 42 の例文は、ほとんど主人公の顔や服装、駿馬、武器、敵、闘いあるいは争い
を描写した内容である。これを表 4 で表すと次のようになる。 
表 4 韻文形式の例文の内容分類 
主人公の顔や服装 駿馬に関する描写 主人公の武器 敵 闘いや争い 
A－①－1） 
A－①－7） 
A－②－1） 
A－③－1） 
A－④－9） 
A－⑤－1） 
A－⑦－3） 
A－①－4） 
A－①－6） 
A－②－3） 
A－③－2） 
A－④－2） 
A－④－3） 
A－⑥－3） 
A－⑦－1） 
A－①－4） 
A－②－4） 
A－③－2） 
A－⑥－1） 
A－⑥－2） 
A－⑦－1） 
A－①－8） 
A－③－4） 
A－④－4） 
A－④－5） 
A－①－5） 
A－①－9） 
A－②－4） 
A－⑦－4） 
 主人公の顔や服装に関する韻文形式の例文では、主人公の顔立ち（唇、歯、ひげ）、目つき、服
や靴の生地が表現される。駿馬に関する描写では、馬の毛色や走り方やスピード、鞍、腹紐などが
描かれる。主人公の武器には犬、鳥のほか、最も重要なものに弓矢があり、その素材や色や工夫が
描かれている。敵に関する例文にはマングスがあり、その数多の醜い頭の描写は韻文形式の定型句
になっている。闘いや争いの場面では、最終的な勝負を決めるときの主人公の技を描き、弓を張っ
て満を持し、射掛けた矢の勢いを表す。このほか、主人公の婚約者や姉に関する内容をもつ例文に
は A－④－6）、A－④－1）、A－①－3）、A－③－3）が挙げられ、美しさや不吉な夢、あり様を表
現する。 
 
３．終わりに 
上記の分析を踏まえてみると、散文説話に見られるこれらの語句は、2 行以上からなるという韻
文形式の基本的な定義を満たし、語句の構成をもつ行は一定の音節数をもって韻律を保持すること
が分析される。また、韻文形式の韻律を維持するための語句において、基本的に頭韻や脚韻を踏む
テクニックが用いられる。このことは、A－①～A－⑦の散文説話の例文全体において言える。そ
して、A‐③の例文 3）、A－④の例文 8）、A－⑤の例文 1）、A－⑥の例文 2）、A－⑦の例文 2）で
分析したように、対句の手法を用いて音節数をなるべく同等にすることを図って韻文の韻律を調和
させている。このほか、頭韻を踏まない場合、行中の語を頭語の頭韻に合わせて韻律を補助する手
法も察される。したがって、これらの語句は韻文形式になっていることは判断できる。 
内容から考えれば、これらの語句は散文説話の中で主人公の姿、武器、駿馬、敵についての描写
である。そして、説話の物語における、韻文形式の例文の場面はトゥーリにおいて重要な部分と考
えられる。主人公の姿と駿馬および武器はトゥーリの中で欠くことのできない描写であり、常に物
語の導入部に語られるのであって、トゥーリの全体において主人公の登場に伴う定型句として表現
される。 
敵は主人公の性格を表す最も重要な存在としてトゥーリにおいて必須のものである。そして、マ
ングスは常にトゥーリの主人公の敵に登場する。したがって、上記の例文で取り挙げたマングスの
描写はトゥーリのなかで一般的に見られる表現である。 
トゥーリの山場は闘いの場面である。例文の分析で取り挙げた闘いの場面はトゥーリの山場にお
ける最終的な勝負をつける勢いを示すものと考えられる。 
したがって、分析に取り挙げた例文はトゥーリにおける肝心な表現と考えられ、こうした
重要な内容は韻文形式で散文説話のなかに残っていることから、アラシャ・モンゴルにおけ
る、これらの散文形式で語られる説話は以前韻文形式で語られた可能性が非常に高いと考え
る。 
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